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＜連絡事項＞

　　現在、風邪薬服用者６名（石切　久様・中川原　義雄様・平　勝利様・田端　テル様・山下　拓也様・山崎　芳照様）となっています。発熱はありませんが、適宜環境調整、感冒症状に注意していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　茂子様～　12/19（金）9:30～12/20（土）15:00まで外泊希望聞かれ、主治医より許可となっている事本人に伝えています。

・山崎　芳照様～　外泊の迎えについて、単独外出・泊の書類を妻様より本日郵送したとの事で、2～3日中には当院へ届く予定との事です。金・土・日は主治医不在の為、外泊の許可は直接主治医へ連絡する事としています。
・坂本　のり子様～　生活保護の冬季増額の通知が来ており、本人に用紙を渡しています。

・古川　富蔵様～　御家族様より差し入れあり、本人に渡しています。

・佐藤　惠圀様～　本人様より就床時は部屋のドアを閉めてほしいと希望があります。各自徹底していきましょう。また外泊希望聞かれていますが、外泊期間についてはまだ明記しておりません。来週の診察で主治医へ相談し、後日記入すると話しています。保護者の松原様からは１泊位なら構わないとの電話連絡があり、２日か３日の午後に面会に来るとの事で、本人にも伝えています。

・寺地　利代子様～ご友人より日用品が届いていた為本人に渡しています。

　　　　　　　　　金銭管理が出来ず月末まで小遣いが間に合わない為、ご友人に日用品を頼む事があります。買い過ぎや必要ではない物を買おうとする事がある為適宜介入して行きましょう。

また排便－6日の為、準夜帯でシンラック10滴服用しています。今後も排便状況の確認を行っていきましょう。

　・大橋　照子様～　自身の洗面器や洗濯物にスプレーをかけられたと話す事あり。まとまり無く、口調強くスタッフや他患者様へ話す事多くあります。他患者様とのトラブルに注意し精神症状の観察を行っていきましょう。

・佐々木　康子様～「イライラ感・そわそわ感がある」「人が怖い」「被害妄想です」　　　　　　　　　と話す事あります。表情の変化乏しいですが、訴えあった場合は傾　　　　　　　　　聴し無理させないよう介入していきましょう。

・田中　ミサオ様～自宅近くの隣人に対しては妄想がありますが、スタッフ対応は穏やかです。食事は残食目立っていますが、補食の摂取は出来ているようです。また水分摂取も定期的に声掛けていきましょう。

＜川端Dr診察状況＞

・佐々木　康子様～そわそわ感訴えあり、病棟に関しては「静かです」と話しています。　　　　　　　　　また困った事があった場合は担当スタッフや他スタッフへ相談してみ　　　　　　　　　るよう主治医より薦めています。

12/1から実施の臨時薬が3日分処方となっています。

　今後について、当初は自宅に帰り母と暮らしたいと言う想いがあったようですが、東病棟での家族面談の際5年ぶりに再会し、母が高齢であり一緒に住めない事を納得したようです。御家族様は長期入院でも構わず一生入院させておきたいとの事ですが、面会にも来ずほっといたままではいけないと言う事を説明しています。また家族教室では御家族様も病気に対し理解した様子が聞かれていたとの事です。退院していくのであれば青山荘を経てグループホームへの入所となるとの事ですが、入院継続していくのであれば西病棟にて長期的に入院していくであろうと主治医より説明あります。また年に数回被害妄想とは別に、不安感が強くなり切迫した様な状態になる事ある為、その際は無理に活動させず、休ませる事もしていきましょう。

　・山下　拓也様～鼻汁・鼻閉ある為、小青竜湯（漢方薬）3P　3×毎食後　4日分　本日夕より臨時処方となっています。感冒症状に注意していきましょう。

・山崎　芳照様～感冒症状の訴えあり、小青竜湯（漢方薬）3P　3×毎食後　4日分　本日夕より処方となっています。また抗酒剤の希望聞かれる事から、明日朝よりシアナマイド　20ml　1×朝食後　7日分臨時処方となっています。また主治医よりスタッフへ、プログラムの用紙に「久慈の自助グループを紹介してほしい」と書いてある事があった為、まず患者様が提出した用紙を担当したスタッフで読み、希望や用件等が書かれていた際はそのままにせず、看護側で対応出来る事はその都度対応していくようにと説明ありました。

・阿部　文香様～耳垢が溜まるとの事で、耳掻きではなく、綿棒を使うようにとの主治医より指示あります。日曜日の面会時、母様に綿棒を依頼してください。

・岡田　石子様～診察時「元気です」と俯きかげんに答え、部屋の様子については「普通じゃない日もあるし、怖いです」と話す事もあります。また子供に会いたいと話し、たまに会う程度ならいいのではと主治医より話しています。離婚した元夫にも会いたいと話す事もあり、現状では難しい事を主治医より伝えています。

・山田　隆雄様～診察時、鼻閉ある様子で主治医より鼻汁の有無問うと「前から」と答えています。内服薬は本人要らないと話し処方していません。御家族様に頼んだ下着はまだ届いていないとの事です。

＜ＯＴより＞

・田中　ミサオ様～東病棟の時は膝に水が溜まっているとの事で、病棟では臥床傾向で取り組みへの強い拒否もあったとの事です。現在は少しずつ受け入れてきており、ご本人折り紙や縫い物に興味があるよう様子なので病棟で徐々に始めていき、活動性を高めていくよう介入していきましょう。

・中村　マス様～　先週よりＯＴ室で暴れる事やＯＴスタッフを引っかく事があったそうです。またＯＴ室の物品や他患者様の道具や作品を持っていこうとしたりとする事もある為介入要しています。他患者様への影響もある事から、ＯＴについた際は常時見守りし、マンツーマンで対応していきましょう。

・佐々木　康子様～東病棟にいた際はほとんどＯＴに参加する事が出来ず「他患者様が気になり被害妄想があるから落ち着かない」と帰る事があります。ＯＴについた際は要注目とし、ハサミ等を使用する際は目の行き届く範囲で様子をみていきましょう。

　・大橋　照子様～　先週より口調強く妄想に左右された発言聞かれています。また大橋様の言動に泉川様が影響を受け、自分に言われたと思いＯＴ途中退席する事あります。現在は「漢字ドリルをやりたい」と自ら取り組まれていますが、言動や他患者様との接触に注意し参加状況の観察を行っていきましょう。

　また東病棟の佐々木　尚子様が、措置解除になった石切　久様に対し強い不満を抱いて

いるという情報がありました。佐々木尚子様自身も措置入院であり、措置になった原因を

石切様と比べ、何故自分は解除にならないのかＯＴスタッフに訴えており、石切様にも今

後影響与える可能性があるとの事です。作業中の発言や接触に注意し観察していきましょ

う。



















